
 

 
 
 
 
 

農学ビジネス学科 

地域振興ビジネスコース 

 
 

＜学 習 成 果＞ 

 

 新しい時代の地域経済を担うにふさわしい人材には、専門的・汎用的な学習成果（到達

目標）が求められます。 

 １．専門的学習成果 

  ◇ 地域と社会を支える産業及び社会組織に関する基礎的な知識 

  ◇ ビジネス価値を創造することの理解とビジネス実務に必要な知識と技術 

  ◇ 高度情報社会に求められる情報処理能力と関連知識 

  ◇ アグリビジネス・観光ビジネスの実務に関する基礎知識 

  ◇ 学士課程後期で社会科学の専門的学習・研究を進めるのに必要な知識と技術 

 

２．汎用的学習成果 

 ◇ 経済（地域経済）に関する基礎的な知識 

  ◇ 職業生活や社会生活に必要な社会の知識 

  ◇ 職業生活や社会生活に必要な情報リテラシー 

  ◇ 職業生活や社会生活に必要なコミュニケーション能力 

  
 
 
 
 



 

 地域振興ビジネスコースに配当されている授業科目は、基礎科目と専門科目に大別される。卒業資格

を得るためには、別掲の授業科目配当表に従って２年間（留年した場合は４年以内）で所定の科目を履

修し、その単位を取得しなければならない。 
 卒業資格を得るために必要な単位数および内訳に関する規定はきわめて厳格なものであって、１単位
の不足があっても卒業できない。科目の履修に際してはその点を十分に注意すること。 
 科目の選択は、各人の将来に適合するものを選ぶことが必要で、その際、教員の指導をうけることが
望ましい。 

 

１．教 育 課 程 
（１）基礎科目 
  基礎科目は、大学の教育目標である一般社会人としての広範な教養を身につけるための科目および 
専門を深めるための基礎をなす科目である。 

  基礎科目では、文章表現法、哲学、環境科学の 6 単位の他、経済学、現代経済論、情報科学を含む 
6 単位、合計 12 単位以上を取得しなければならない。 

（２）専門科目 
  専門科目は必修科目、コース選択必修科目および選択科目に分かれる。 
・必修科目およびコース選択必修科目は、別掲授業科目配当表にある全科目を履修しなければならな

い。 
・選択科目は、各自の将来の希望にしたがって選択履修できるものであるから、自分の希望する授業

科目を選択し、合計 22 単位以上を取得しなければならない。 
 

２．進級基準および卒業単位 
（１）１年次において、下記の表に定める進級最低単位数を取得できなかった者は、当該学年に留置とする。 
（２）下記ページの表に定める卒業最低単位数を取得できなかった者は、卒業することができない。 

 

進 級 基 準 

区   分 単 位 数 
 

 
 
 
 
 

基礎科目 
必 修 科 目  ４単位 
選 択 科 目  ６単位 

専門科目 
必 修 科 目  １０単位 
コース選択必修科目 ６単位 
選 択 科 目  ４単位 

合   計 ３０単位 
        注）基礎科目選択科目単位６単位には、「経済学」2 単位、「現代経済論」2 単位、「情報科学」2 

単位を含む。 
        

卒業最低単位 

区   分 単 位 数 

基礎科目 
必 修 科 目  ６単位 

選 択 科 目  ６単位 

専門科目 

必 修 科 目  １６単位 

コース選択必修科目 １６単位 

選 択 科 目  ２２単位 

合   計 ６６単位 
注）基礎科目選択科目単位６単位には、「経済学」2 単位、「現代経済論」2 単位、「情報科学」2

単位を含む。



 

３．「海外研修」科目の単位認定 

海外における語学研修および諸活動などを対象に、「海外研修」科目単位を認定する。 
 

本学及び拓殖大学主催の海外研修： 
申 請 方 法：下記書類に必要事項を記入の上、学務学生課窓口に提出すること。 

①海外研修申請書          
修了報告書の提出：研修終了後、下記書類を指定期間内に学務学生課窓口へ提出すること。 

②修了報告書 
③修了証明書（修了したことが証明できる書類） 

単位認定の可否：申請期間修了後、単位認定に値するか否かを、掲示等で通知する。 
 

上記以外の研修： 
申 請 期 間：海外研修の 30 日前に担当教員に申し出ること。 
申 請 方 法：下記書類に必要事項を記入の上、学務学生課窓口に提出すること。 

①海外研修申請書 
               ②海外研修予定表 
             ③海外研修計画書 

④旅行会社パンフレット（コピー可） 
修了報告書の提出：研修終了後、下記書類を指定期間内に学務学生課窓口へ提出すること。 

⑤修了報告書 
⑥修了証明書（修了したことが証明できる書類） 

単位認定の可否：申請期間修了後、単位認定の対象に値するか否かを、掲示等で通知する。 
 

研修終了後に、学科会議等において単位認定に値するか否かを審査する。 
 

４．授業内で取得出来る資格 
全国大学実務教育協会の認定資格 

  本コースでは、実務教育の一つとして、全国大学実務教育協会が認定している「ビジネス実務士」・

「情報処理士」の資格を取得することができる。資格を取得するためには、短期大学の卒業に必要

な単位を取得し、全国大学実務教育協会所定の科目単位数を取得しなければならない。 
 
 （１）ビジネス実務士の課程開講授業科目 

大学において、ビジネス能力のある職業人としての基礎知識・技能を幅広く有し、かつ協会所定 
の要件を満たした者に付与する資格。 

 
以下の４科目の単位を取得すること。     以下の各領域から１０単位以上取得すること。 

授業科目 単位数 授業科目 単位数 
ビジネス実務総論 ２単位 領

域
１

情報技術の基礎Ⅰ １単位 
ビジネス実務演習Ⅰ １単位 情報技術の基礎Ⅱ １単位 
ビジネス実務演習Ⅱ １単位 情 報 科 学  ２単位 
文 章 表 現 法 ２単位 

領
域
２

地 域 振 興 論 ２単位 

 

経 営 学 総 論 ２単位 
現 代 企 業 論 ２単位 
マ ク ロ 経 済 学  ２単位 
ミ ク ロ 経 済 学  ２単位 

領
域
３

情報技術の運用Ⅰ １単位 
情報技術の運用Ⅱ １単位 
インターンシップ ２単位 

 



 

 
（２）情報処理士の課程開講授業科目 

大学において、情報活用能力のある職業人としての基礎知識・技能を幅広く有し、かつ協会所定 
の要件を満たしたものに付与する資格。 
 
以下の５科目の単位を取得すること。     以下の各領域から１０単位以上取得すること。 

授業科目 単位数 授業科目 単位数 

情報技術の基礎Ⅰ １単位 領
域
１

情 報 科 学  ２単位 
情報技術の基礎Ⅱ １単位 

情報技術の運用Ⅰ １単位 
領
域
２

現 代 企 業 論 ２単位 

情報技術の運用Ⅱ １単位 経 済 学 ２単位 

文 章 表 現 法 ２単位 経 営 学 総 論 ２単位 

 
領
域
３

ビジネス実務総論 ２単位 

インターンシップ ２単位 

 

５．編入学を目指す学生へ 

拓殖大学や指定校・協定校への推薦制度を利用した編入学を希望する学生は、短期大学の卒業要件

を満たすことに加え、以下の科目の単位を修得しなければならない。また、この基準は編入学後の学

習をスムーズに進めるために設けられている。一般編入学試験を受験する学生も原則として履修する。 
 
１．編入学共通科目（商学部・政経学部・国際学部） 
「英語・中国語・日本語の科目群より 2 カ国語（母国語を除く）」「卒論演習」 
「情報技術の運用Ⅰ・Ⅱ」「日本国憲法」「法学」「政治学」「地方政治論」「生涯スポーツ演習」 
「心理学」 

 
２．学部指定科目 
政経学部：「政治理論史」（法律政治学科）、「経済学史」（経済学科） 
商学部：「初級簿記」「中級簿記」「会計学」 
※商学部指定科目は「経営学科」「国際ビジネス学科」共通である。会計学科へは編入出来ない。 

 
３．その他 
拓殖大学国際学部希望者は 2 年間の内に学外で実施する TOEFL-iBT、または、TOEIC 試験を受 
験すること。そして、１２月迄に成績表を２年ゼミナール担当教員に必ず提出すること。 
拓殖大学以外の進路を考えている学生の履修計画についてはゼミ担当教員に相談すること。 
 

６．就職を目指す学生へ 

就職希望の学生には特に決められた科目などはない。ただし、２年後には、社会についての一定の

視野があり、実践力を持った社会人としての能力が期待されている。選り好みをせずに幅広い履修を

心がけることが大切である。また、最近は大学での学習内容や成績について面接で問われることも増

えている。新しいことや苦手な分野に積極的に挑戦することが望ましい。



 

地域振興ビジネスコース 

 
基礎科目 

授業科目 
授業

区分

開設 

単位 

必修 

単位 

選択

単位

卒業最低

単 位 数

年次別展開 

担当教員名 １年 ２年 

前期 後期 前期 後期 

文 章 表 現 法  講義 ２ ２  

１２ 

●    工 藤   遥  

哲 学 講義 ２ ２     ● 橋 本   信  

心 理 学 講義 ２  ２   ●  穴水 ゆかり 

日 本 国 憲 法  講義 ２  ２ ●    小 林  秀 高  

法 学 講義 ２  ２  ●   小 林  秀 高  

経 済 学 講義 ２  ２ ●    畠 田  英 夫  

現 代 経 済 論  講義 ２  ２  ●   畠 田  英 夫  

政 治 学 講義 ２  ２   ●  小 林  秀 高  

地 方 政 治 論  講義 ２  ２    ● 小 林  秀 高  

環 境 科 学 講義 ２ ２  ●    田 中  英 彦  
情 報 科 学 講義 ２  ２ ●    川眞田 政夫  
生涯スポーツ演習 演習 ２  ２ ● ●   秋 月  茜 

総 合 英 語 Ⅰ  演習 １  １ ●    平 尾  政 幸 

総 合 英 語 Ⅱ  演習 １  １  ●   平 尾  政 幸 
総 合 英 語 Ⅲ  演習 １  １   ●  平 尾  政 幸 
総 合 英 語 Ⅳ  演習 １  １    ● 平 尾  政 幸 
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ 演習 １  １ ●    平 尾  政 幸 
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ 演習 １  １  ●   平 尾  政 幸 
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ 演習 １  １   ●  平 尾  政 幸 
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅣ 演習 １  １    ● 平 尾  政 幸 
総合中国語Ⅰ  演習 １  １ ●    網 谷  義 男 

総合中国語Ⅱ  演習 １  １  ●   網 谷  義 男 
総合中国語Ⅲ  演習 １  １   ●  網 谷  義 男 
総合中国語Ⅳ  演習 １  １    ● 網 谷  義 男 
中国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ 演習 １  １ ●    藤 田  守 

中国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ 演習 １  １  ●   藤 田  守 
中国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ 演習 １  １   ●  藤 田  守 
中国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅣ 演習 １  １    ● 藤 田  守 

留
学
生

総合日本語Ⅰ 演習 １  １ ●    藤 田  守 

総合日本語Ⅱ 演習 １  １  ●   藤 田  守 
総合日本語Ⅲ 演習 １  １   ●  藤 田  守 
総合日本語Ⅳ 演習 １  １    ● 藤 田  守 

日本語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ 演習 １  １ ●    藤 田  守 

日本語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ 演習 １  １  ●   藤 田  守 

日本語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ 演習 １  １   ●  藤 田  守 

日本語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅣ 演習 １  １    ● 藤 田  守 

計  ４８ ６ ４２ １２      

注）卒業最低単位数 12 単位には、選択単位「経済学」2 単位、「現代経済論」2 単位、「情報科学」2 単位を含

む。 



 

専門科目（必修科目） 

授業科目 
授業

区分

開設 

単位 

必修 

単位 

選択

単位

卒業最低

単 位 数

年次別展開 

担当教員名 １年 ２年 

前期 後期 前期 後期 

クリーン農業論 講義 ２ ２  

１６ 

  ●  田 中  英 彦  

地 域 振 興 論  講義 ２ ２  ●    工 藤   遥  

国 際 農 業 論  講義 ２ ２   ●   村 上  良 一  

キャリアスキル 演習 ２ ２  ● ●   各 専 任 教 員  

１年ゼミナール 演習 ４ ４  ● ●   各 専 任 教 員  

２年ゼミナール 演習 ４ ４    ● ● 各 専 任 教 員  

計  １６ １６  １６      

 
 
 
専門科目（コース選択必修科目） 

授業科目 
授業

区分

開設 

単位 

必修 

単位 

選択

必修

単位

卒業最低

単 位 数

年次別展開 

担当教員名 １年 ２年 

前期 後期 前期 後期 

ビジネス実務総論 講義 ２  ２ 

１６ 

 ●   米 野  祐 司  

ビジネス実務演習Ⅰ 演習 １  １   ●  工藤・畠田・村上・米野・我妻 

ビジネス実務演習Ⅱ 演習 １  １    ● 工藤・畠田・村上・米野・我妻 

情報技術の基礎Ⅰ 演習 １  １ ●    川眞田 政夫・米野 祐司 

情報技術の基礎Ⅱ 演習 １  １  ●   川眞田 政夫・米野 祐司 

経 営 学 総 論  講義 ２  ２    ● 我 妻  公 裕  

現 代 企 業 論  講義 ２  ２   ●  村 上  良 一  

マクロ経済学  講義 ２  ２    ● 畠 田  英 夫  

ミクロ経済学  講義 ２  ２   ●  畠 田  英 夫  

地域プロジェクト 演習 ２  ２ ● ●   各 専 任 教 員  

計  １６  １６ １６      

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

専門科目（選択科目） 

授業科目 
授業

区分

開設 

単位 

必修 

単位 

選択

単位

卒業最低

単 位 数

年次別展開 

担当教員名 １年 ２年 

前期 後期 前期 後期 

日 本 酒 学 講義 ２  ２ 

２２ 

   ● 専任教員・非常勤講師 

農産物利用学 講義 ２  ２  ●   畠 山  佳 幸  

食 農 社 会 論  講義 ２  ２ ●    村 上  良 一  

グリーン・ツーリズム論 講義 ２  ２    ● 村 上  良 一  

食品・農産物流通論 講義 ２  ２    ● 村 上  良 一  

社 会 統 計 学  講義 ２  ２  ●   小 林  秀 高  

Ｎ Ｐ Ｏ 論 講義 ２  ２   ●  工 藤   遥  

観 光 産 業 講義 ２  ２  ●   永山茂・山崎紀史 

北 海 道 学 講義 ２  ２ ●    坂 本  明 

地域観光ビジネス論 講義 ２  ２    ● 永山茂・山崎紀史 

ボランティア論 講義 ２  ２    ● 工 藤   遥  

初 級 簿 記 講義 ２  ２ ●    我 妻  公 裕  

中 級 簿 記 講義 ２  ２  ●   我 妻  公 裕  

会 計 学 講義 ２  ２   ●  我 妻  公 裕  

情報技術の運用Ⅰ 演習 １  １   ●  川眞田 政夫・我妻 公裕 

情報技術の運用Ⅱ 演習 １  １    ● 川眞田 政夫・我妻 公裕 

政 治 理 論 史  講義 ２  ２   ●  小 林  秀 高  

経 済 学 史 講義 ２  ２    ● 畠 田  英 夫  

職業能力基礎（ＳＰＩ） 講義 ２  ２  ●   工 藤   遥  

キャリア技能Ⅴ 
（食品衛生責任者） 

講義 １  １ ● ● ● ● 畠山 佳幸（委託） 

キャリア技能Ⅷ 
（ミュージカル） 

演習 ２  ２ ● ●   保育学科他専任教員 

キャリア技能Ⅸ 
（ミュージカル） 

演習 ２  ２   ● ● 保育学科他専任教員 

インターンシップ 演習 ２  ２  ● ●  小林 秀高（委託） 

地域特別演習Ａ 演習 １  １ ● ● ● ● 各 専 任 教 員  

地域特別演習Ｂ 演習 １  １ ● ● ● ● 各 専 任 教 員  

地域特別演習Ｃ 演習 １  １ ● ● ● ● 各 専 任 教 員  

地域特別演習Ｄ 演習 １  １ ● ● ● ● 各 専 任 教 員  

海 外 研 修 実習 ２  ２ ● ● ● ● 農学ビジネス学科専任教員 

卒 論 演 習 演習 ２  ２   ● ● 各 専 任 教 員  

留
学
生

日 本 事 情 Ⅰ  演習 １  １ ●    佐 藤   賢  

日 本 事 情 Ⅱ  演習 １  １  ●   佐 藤   賢  

計  ５３  ５３ ２２      

 

 

 


